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②本稿「（1）⑤弘治年間」参照（『経済理論』356 号・116 頁～ 117 頁）。
「建文實錄」をどのように編纂するか，懿文太子の本来の廟号や祭祀をどのよ
うにするのかを検討してほしい。また，靖難の時に亡くなった諸臣の諡や蔭位










































































































































































































































































































































































































































































































































































88 経済理論　360号　2011年 3 月
といい，これまでと異なった解釈をくだす。
　すると，「惠」字は，民を愛してあたえることを好む，寬柔の質をもって民
を慈しむ，寬柔の質をもち諫めを受け入れた，という意味となる。蘇洵の「諡
法」によれば，「愛を人に結び，禮を知らざる者」を意味するという否定的な
意味を含んだ諡号となる。
　また，建文帝以前に「惠宗」の廟号が贈られたのは，管見のおよぶところつ
ぎの三人である。　
◎呉の齊王の徐知誥（南唐の李昪）が，祖父の李志の廟号を「惠宗」とし
た（『新五代史』卷六十二・南唐世家第二による）。
◎景宗李元昊から数えて三代目になる李秉常が「康靖皇帝」と諡を，「惠宗」
と廟号を贈られている（『宋史』卷四百八十六・列傳第二百四十五・外國二・
夏國二による）。
◎元の順帝に群臣が廟號を「惠宗」と贈る。國語で「烏哈圖汗」という。
明太祖は「順帝」と諡する（注 5 参照）。
　このうち特に問題となるのは，顧炎武が指摘したように，「惠」字は，元の
順帝に臣下のものが贈った廟号であるということである。元の順帝は，明の太
祖洪武帝によって大都（北京）を追放された皇帝である。
　このように，「讓」字には人に功績をゆずる意味も含まれ，実際に自分の地
位を他人に譲った人に「讓」字が贈られている。また，「惠」字には，「惠に
して 政
まつりごと
を為すを知らず」と譏る意味が含まれ，元の順帝と同じ廟号であった。
すると，建文帝を否定的に評価しようとした諡号と廟号であったとも理解でき
る。
 （つづく）
